
実務経験のある教員等による授業科目

シラバス

ミュージシャン学科

ミュージッククリエイター専攻



学年 学科 専攻

15

テスト返却と解説

15

テスト返却と解説

14

前期試験 1～13までのペーパーテスト

14

後期試験 1～13までのペーパーテスト

13

音楽業界の変化 皆さんは、音楽や音楽情報をどう知り得ていますか？そして、
「音楽」をどういうかたちで買っていますか？やはり、メディア
から考えると変化しないといけないですね。 13

著作権① まずは、簡単に作詞・作曲等の印税となる内容や、アーティス
トの権利を学びます。

12

音楽業界の歴史 音楽業界のかたちは、最初にだれかが作ったものではなく、
アーティストたちが自分たちの活動をどうしていくのか、どう知
らせていくのか、どう食べていくのかということから発生。それ
が、後に仕事として大きく組織化されていったものです。

12

音源制作について 自分個人またはバンドで音源を作っていきます。自分たちのプ
ロモーションや販売も視野に入れて、まずは第一弾を作るた
めに、どうしたらいいのかを学びます。

11

音楽業界のしくみ 第一段階として、基本的なプロダクション、レコード会社、音楽
出版から成り立つ音楽業界の仕組みを勉強します。

11

宣伝・PR・媒体について 一般的なプロモーション手法について勉強します。フライヤー・
ポスター・雑誌掲載等、視覚効果的なものや耳から入って来る
もの、またはSNS等も大きな媒体効果を発揮していきます。

10

音楽について③ アンサンブル等で取り上げる楽曲について、その歴史背景に
触れていきます。その影響を受ける日本の曲等が参考になれ
ば、より理解が深まります。 10

音楽について⑥ アンサンブルや実技において、いろんな楽曲に触れ、いろんな
リズムやハーモニーの体験がある時期になります。その中か
ら楽曲をピックアップして、その時代背景や同じようにヒットし
たアーティストを知ってもらい探究心を育てます。

9

音楽について② 人気ある夏フェス等で活躍する3ピースバンドをピックアップし
ます。楽曲の良さ?、パフォーマンス？いろんな角度でみんな
が感じるものを発表しましょう。 9

音楽について⑤ アンサンブルや実技において、いろんな楽曲に触れ、いろんな
リズムやハーモニーの体験がある時期になります。その中か
ら楽曲をピックアップして、その時代背景や同じようにヒットし
たアーティストを知ってもらい探究心を育てます。

8

音楽について① 現在、J-POP等でヒットしているものを取り上げてみます。み
んなの好きそうなプレイヤーやバンド、5年前と比べてどう変化
しているのかを考えてます。 8

音楽について④ アンサンブルや実技において、いろんな楽曲に触れ、いろんな
リズムやハーモニーの体験がある時期になります。その中か
ら楽曲をピックアップして、その時代背景や同じようにヒットし
たアーティストを知ってもらい探究心を育てます。

7

ライブ・イベント 学校の中でも開催されるライブイベント。さて自分たちが、出
演者になったらどういうことをしていくのかを勉強します。募集・
応募・出演依頼・提出資料・プロフィール・セットリスト・当日進
行確認・リハ・本番等の流れを知りましょう。

7

集客・動員について ライブ活動を中心に考えると早いうちに理解が必要になる項
目です。営業的な観点にたったライブ活動は、デビューに近づ
ける第一歩でもあります。

6

ミュージシャンについて③ 音楽活動をしていく過程において、色々なものに遭遇していき
ます。人の繋がり、楽器との出会い、バンド活動スタート、解
散、技術スタッフとの関連、プロモートや制作関連の人たちと
の関わりに気づいてもらいます。

6

イベント関連 「イベント」というカテゴリーについて勉強します。コンサートや
ライブは、音楽を中心としたイベントですが、世の中には、この
言葉で沢山の催事が繰り広げられます。

5

ミュージシャンについて② 音楽を続けていくには、考え方や技術の向上が不可欠です。
そのために「音楽第一主義」という考え方を知ってもらいます。
失敗、挫折、復活の繰り返しで先が見えていきます。 5

レコーディングについて ここでは、一般的なレコーディング作業の流れを解説します。
データ、リズム録り、オーバーダブ、ボーカル録り、コーラスetc
等、人やタイミング、時間によって作業手順も変わります。

4

ミュージシャンについて① 「音楽がやりたい」という最初の気持ちを忘れず、音楽をしてい
く人として｢ミュージシャン｣という生き方を知ってもらいます。担
任が、いろんなケースを紹介していくれます。 4

コンサートPAについて PA(パブリックアドレス)、SR(サウンドリフォースメント)という内
容や、常設のライブハウス、トラックでの搬入作業を伴うコン
サート等、実際の音響関連設備等について学ぶ。

3

その他各専攻について 音楽をやっていく上で、色んなスタッフの協力を得ることになり
ます。自分たちの専攻以外に、どのような内容のものがある
のかをしっかり知ってもらう内容となります。 3

ライブハウス だれもが分かりやすい「ライブハウス」でのライブイベントの勉
強をします。対バン、チケット、セットリスト、ステージ進行、
MC、音楽以外にも、いろんな要素が出てきます。

2

ミュージッククリエイター専攻
カリキュラムについて

育成に関する研究が重ねられたカリキュラムを説明していきま
す。担当される講師の紹介も含め、ミュージッククリエイター専
攻全体の紹介となります。 2

楽器について② 個人持ちの楽器ですが、その事情はいろいろあります。ライブ
ハウスにアンプがあったり、ギターさんやベースは荷物が多
かったり・・・。簡単に楽器弾きの人たちもことを勉強しましょ
う。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

音楽業界という業界への理解を深める 音楽活動と音楽そのものへの理解を深める

1

施設設備について いろんな専攻が使用する施設・設備について見学を行い、そ
の内容について概ねの理解を求めます。後に使用するスタジ
オ機材、学生が活用できるスタジオ・メディアレンタルについて
の説明も行います。

1

楽器について① 身近なLM楽器。Guitar、Bass、Drumの内容を学びます。
授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

音楽業界概論 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

音楽業界の歴史的背景や成り立ち、そして、業種の仕組みやその関連
業種等についても学びます。著作権、流行、ソーシャルメディアへの対
応も含め業界への指向を深めていく内容です。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小野　理久
音楽クリエイターとして活動中、メジャーコンペの経験からその業界に
おける様々な知識のレクチャーを行う

使用教材：



学年 学科 専攻

前　期 後　期

基礎的な音楽理論と音楽ジャンルや各種楽器への理解を深めます。
楽典的なものから読譜力や音程・和音や旋律の知識を習得して楽曲に
対する理解を広げていきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

綿貫　正顕
メジャーな作曲家・演奏家としての経験から、知識だけになりがちな理
論を、実践的な楽曲創作に活用できる指導をする。

使用教材：モダンミュージックセオリー

授業科目 授業時数 授業の方法

音楽理論 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
・楽譜の読み書きが正確にできる・調号そして長調短調の関係を理解している
・メジャースケール・マイナースケールを理解している・音程及び３和音そして４和音の理解
・理論の必要性を感じ追求する姿勢がある

・スケール（メジャー/マイナー）を理解できる・４和音とテンションを理解し楽曲に反映できる
・コード進行のアナライズ（分析）ができる・コード進行を理解し楽曲に反映できる

1

楽典／記譜法① 音符の長さについて学びます。曲のテンポによっても、その絶
対的長さが変わったりするものなので、基本をしっかり身に付
けます。 1

コードプログレッション Circle of 5th　4度(上行)進行／5度(下降)進行
マイナーダイアトニックコードについて学習します。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

楽典／記譜法③ 音符、休符を例題に沿って記述していきます。譜面に表現され
る反復記号、省略記号等の理解をしていきます。コードや音符
が現状で書けなくても、リズムがある以上、ある一定の速度で
小節が移動していきます　(ハコ譜の作成)

3

マイナー楽曲のコード進行 マイナー曲のコード進行のアナライズを行う。そこで用いられ
るコード進行は、メジャーキーでも流用されるケースが多い。

2

楽典／記譜法② 音符、休符についての書き方や表記の際に注意すべきことを
学びます。1小節に表す際のルールや判りやすい表記も必要
な部分です。 2

マイナーケーデンスについて マイナー楽曲に、より強い終始感を求めるかたちとして、ハー
モニックマイナースケール及びそのダイアトニックコードの存
在がある。

5

長音階
メジャースケールについて

Key＝Cのメジャースケールから考え、その構成や聞こえ方に
ついて学びます。その音の隔たりを持って、別の高さの音から
並ぶと他のメジャースケールになります。 5

Substitute Chord②
Modal Interchangeについて

もう一段、推し進めたかたちで、Major、Minorそれぞれ存在す
る色々なコードが、同軸の壁を越えて使われる例を示す。

4

楽典／記譜法④ 音部記号　(ト音記号・ヘ音記号)　と拍子記号・調整記号につ
いて学びます。各音名の読み方

4

Substitute Chord① Ⅰ、Ⅳ、Ⅴのそれぞれの機能に対する代理コードが存在す
る。Major、Minorにそれぞれ存在する。

7

音程・音階について メジャースケールの6番目からスタートすれば、マイナースケー
ル。同じ根音を持つメジャー・マイナー(同主調)とも比べます。
その比較に音程を理解していると便利です。 7

Chord progression②
Diminish　Chord

ディミニッシュコードの構成音を学ぶ。代表的に使用される、そ
のコード進行を参考に、その音イメージを理解していく。パッシ
ング、7th(♭9)、TonicDimi等

6

音程について ある音と音の隔たりを音程(Interval)といい、いろんな隔たりが
存在します。ユニゾンからオクタープまでに存在するものを理
解します。 6

Chord progression①
Blues

ブルースのコード進行について学び、TonicやSub-Dominant
に代理コードが使用される例を学ぶ。

9

4声コード トライアド及び、それを基礎として成り立つ4声コードの構成も
勉強していきます。

9

Chord progression④ ラインクリシェ(R-M7-m7-6，5-♯5-6等)、ペダルポイント、ソプ
ラノポイント等のコード進行上のバリエーションを学びます。ま
た、コードトーンをベースにしている転回形分数コードについて
理解します。

8

トライアード Chord structureとして結びつきが強いトライアド(M、m、)につ
いて学びます。その他、ベーシックとなる3声コードには、aug、
dimが存在します。 8

Chord progression③
Reharmonization

よりスムースなハーモニーの展開が得られるようにリハ－モニ
ゼイションという考え方を学びます。

11

テンションノート 7th以上に位置するテンションノートの響きや表記について学
びます。

11

Scale①
Penta Tonic Scale

ペンタトニックスケールの意味合いを理解して、マイナーペンタ
にブルーノートを入れた説明を行います。

10

コード表記と転回形 コードネームの表記ルールとそのカラーリングを勉強していき
ます。また、実際にそれらのコードが使用される際の転回形と
いうものも理解していきます。 10

Chord progression⑤ ベース音にテンションをまとめ込んだ形態(トライアードやコー
ド)で表現される分数コードについて紹介します。

13

コードファンクション ダイアトニックコードのファンクション(機能)について学びます。
それぞれが持つ特徴を理解していきます。

13

後期の復習 コード進行と基礎的なスケール

12

ダイアトニックコード ダイアトニックコードについて理解していきます。特殊なものを
除いて楽曲を構成するコードの殆どが、ダイアトニックコードを
基準に考えられています。 12

Scale②
Church mode

終始感を持たない雰囲気のチャーチモードについての説明。
それを即興演奏に取り入れたかたちがAvailable　Note Scale
という言い方で伝えられる。

15

前期試験返却 試験返却、出題内容の解説

15

後期試験返却　及び補足説
明

試験返却、出題内容の解説

14

前期試験 記譜法、基礎的な音楽理論、コードネームより出題

14

後期試験 記譜法、理論の基礎、コードネームおよびコード進行と基礎的
なスケールより出題



学年 学科 専攻

前　期 後　期

ポップスの歴史を通して、現在の音楽シーンの成り立ちやジャンルの派
生、楽曲やアーティストに関する知識等を研究していきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

松原　啓之
バンド活動、ボーカルコーチ、大手外資系CDショップでのバイヤー経験
から、学生に音楽のすばらしさを伝えてくれる。

使用教材：

授業科目 授業時数 授業の方法

音楽史 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

幅広いポップスの知識を得る
ロックンロール登場以前

ロックンロール　/　ビートルズの成功と影響

幅広いポップスの知識を得る
ハードロック・プログレッシブロック・グラムロック

巨大化するロックビジネス　/　パンク、レゲエ　/　ファンク・ヒップホップ

1

ガイダンス 講義概要、授業コンセプトや年間の授業内容を説明。

1

１９７０年代の洋楽事情① １９７０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

ＭＴＶ② ＭＴＶの存在位置を、当時の音楽マーケットへの影響力やビデ
オ製作における音楽性の変化などをヒントに掘り下げていく。
ＭＴＶは当時の時代にどれくらい楽曲のセールスに影響したの
かを検証する。

3

１９７０年代の洋楽事情③ １９７０年代を歴史的背景や経済事情、音楽界のムーブメント
をヒントに研究する。どのようなアーティストが登場したのか、
当時の音楽媒体や宣伝・広報は現在とどのような違いがあっ
たかを検証する

2

ＭＴＶ① １９８０年代に登場した新たな音楽媒体ＭＴＶについて検証す
る。音楽マーケットへの影響力やビデオ製作における音楽性
の変化などを掘り下げていく。同時に社会問題に発展した事
件や音楽モラリズムの変化にも触れる。

2

１９７０年代の洋楽事情② １９７０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

5

１９８０年代の洋楽事情② １９８０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

5

１９６０年代の洋楽事情① １９６０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

4

ＭＴＶ③ ＭＴＶの存在位置を、当時の音楽マーケットへの影響力やビデ
オ製作における音楽性の変化などをヒントに掘り下げていく。
ＭＴＶは当時の時代にどれくらい楽曲のセールスに影響したの
かを検証する。

4

１９７０年代の洋楽事情④ １９７０年代に活躍したアーティストをピックアップし、それそれ
どのような影響を音楽界にもたらしたのかをアーティスト別に
検証する。それぞれが持つ音楽性や音楽的ルーツ、個性のア
ピール等を題材としていく。

7

１９８０年代の洋楽事情④ １９８０年代に活躍したアーティストをピックアップし、それそれ
どのような影響を音楽界にもたらしたのかをアーティスト別に
検証する。それぞれが持つ音楽性や音楽的ルーツ、個性のア
ピール等を題材としていく。

7

１９６０年代の洋楽事情③ １９６０年代を歴史的背景や経済事情、音楽界のムーブメント
をヒントに研究する。どのようなアーティストが登場したのか、
当時の音楽媒体や宣伝・広報は現在とどのような違いがあっ
たかを検証する。

6

１９８０年代の洋楽事情③ １９８０年代を歴史的背景や経済事情、音楽界のムーブメント
をヒントに研究する。どのようなアーティストが登場したのか、
当時の音楽媒体や宣伝・広報は現在とどのような違いがあっ
たかを検証する。

6

１９６０年代の洋楽事情② １９６０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

9

１９９０年代の洋楽事情② １９９０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

9

様々な音楽ジャンルについ
て①

8

１９９０年代の洋楽事情① １９９０年代のチャートをピックアップし、当時の音楽トレンドや
アーティストイメージを考察する。当時のトレンド、ファッション、
社会情勢等の様々なデータをもとにどういったものを市場が
欲しているかを検証する。

8

１９６０年代の洋楽事情④ １９６０年代に活躍したアーティストをピックアップし、それそれ
どのような影響を音楽界にもたらしたのかをアーティスト別に
検証する。それぞれが持つ音楽性や音楽的ルーツ、個性のア
ピール等を題材としていく。

11

１９９０年代の洋楽事情④ １９９０年代に活躍したアーティストをピックアップし、それそれ
どのような影響を音楽界にもたらしたのかをアーティスト別に
検証する。それぞれが持つ音楽性や音楽的ルーツ、個性のア
ピール等を題材としていく。

11

様々な音楽ジャンルについ
て③

10

１９９０年代の洋楽事情③ １９９０年代を歴史的背景や経済事情、音楽界のムーブメント
をヒントに研究する。どのようなアーティストが登場したのか、
当時の音楽媒体や宣伝・広報は現在とどのような違いがあっ
たかを検証する。

10

様々な音楽ジャンルについ
て②

13

各年代ムーブメント② これまでのまとめ、復習という意味合いで各年代のムーブメン
ト、ヒットジャンル、アーティストをまとめて紹介する。試験に向
けた情報の整理を促す。 13

各年代ムーブメント④ これまでのまとめ、復習という意味合いで各年代のムーブメン
ト、ヒットジャンル、アーティストをまとめて紹介する。試験に向
けた情報の整理を促す。

12

各年代ムーブメント① これまでのまとめ、復習という意味合いで各年代のムーブメン
ト、ヒットジャンル、アーティストをまとめて紹介する。試験に向
けた情報の整理を促す。 12

各年代ムーブメント③ これまでのまとめ、復習という意味合いで各年代のムーブメン
ト、ヒットジャンル、アーティストをまとめて紹介する。試験に向
けた情報の整理を促す。

15

まとめ

15

年間まとめ

14

前期試験

14

後期試験



学年 学科 専攻

前　期 後　期

楽器や音響機材について理解を広げ、１人１台のデジタルコンソールを
使用して音作りやバランス、エフェクター操作などのミキシングを学びま
す。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

松川　貴陽
音響現場の経験を生かした、繊細かつスピード感あるミキシングを、コ
ミュニケーションを含めたかたちで教授

使用教材：ヘッドホン

授業科目 授業時数 授業の方法

音響基礎 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

ミキシングの重要性を理解する
エフェクトのセンド・リターンを理解する
ミキサーの各部名称と役割を理解する

インサーション接続の理解
コンプレッサーの理解
ノイズゲートの理解

作品におけるミキシング能力

1

実習室の使用方法と心構え 実習室にある機材の使用方法やこれから受講していく上での
マナー/心構えを話し、目標・目的をはっきりと持たせる。

1

AUXとINSERT AUXやINSERTの回路を理解し、その仕組みと必要性を知る。
またそれを利用していくことができるようになることを目標とす
る。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

ミキシングコンソールの構造
①

ミキサー全体の信号の流れについて、チャンネルフェーダーと
マスターフェーダーについて

3

エフェクター（ディレイ）につ
いて②

マルチエフェクターを利用してその中にある様々なパラメー
ターを知り、かけ方やその特徴を理解した上で調整ができるよ
うになる。

2

ステレオとモノラルの概念 ステレオとモノラルという空間の違いを音を聴きながら理解

2

エフェクター（リバーブ）につ
いて①

マルチエフェクターを利用してその中にある様々なパラメー
ターを知り、かけ方やその特徴を理解した上で調整ができるよ
うになる。

5

ミキシングコンソールの構造
③

シーンメモリーとメータリングについて

5

エフェクター（ノイズゲート）に
ついて④

ノイズゲートについてその仕組みや動作、調整方法を知り、音
作りに利用していくことができるようになる。

4

ミキシングコンソールの構造
②

チャンネルの機能紹介　ヘッドアンプ　EQ PAN　インプットパッ
チの切り替え

4

エフェクター（モジュレーショ
ン系）について③

マルチエフェクターを利用してその中にある様々なパラメー
ターを知り、かけ方やその特徴を理解した上で調整ができるよ
うになる。

7

ミキサーとプロツールスとの
接続②

マイクレベルとラインレベルの違いについて

7

課題曲① 課題曲についてこれまで学んだ手法を使用しミキシングを行っ
ていきます。

6

ミキサーとプロツールスとの
接続①

ミキサーとプロツールス間のルーティングを理解

6

エフェクター（コンプレッサー
/リミッター）

コンプレッサーについてその仕組みや動作、調整方法を知り、
音作りに利用していくことができるようになる。

9

 EQと周波数について① EQの使用方法を解説し、その際の周波数の変化に行いて学
んでいきます。

9

課題曲① 2回に渡って行った課題曲のミキシングを仕上げて提出してい
きます。

8

復習 マイクを接続し、プロツールスに適正なレベルで録音できるよ
うセットアップしシーンを保存

8

課題曲① 前回に引き続いて課題曲についてこれまで学んだ手法を使用
しミキシングを行っていきます。

11

AUXセンドバス AUXセンドバスと内部エフェクトとのルーティングを理解

11

課題曲② 課題曲についてこれまで学んだ手法を使用しミキシングを行っ
ていきます。

10

 EQと周波数について② 前回のおさらいをしていきます。またミキシングにおいてのＥＱ
をかけるポイントも解説します。

10

課題曲① 前回提出した、音源を各自で聞きあって採点を行っていきま
す。

13

バスの使用 バスのルーティングを理解して様々なバス設定をできるように
する

13

課題曲② 2回に渡って行った課題曲のミキシングを仕上げて提出してい
きます。

12

AUXセンドバス AUXセンドバスのパッチ切り替えとアウトプットパッチの理解

12

課題曲② 前回に引き続いて課題曲についてこれまで学んだ手法を使用
しミキシングを行っていきます。

15

前期まとめ 前期に習得した全てにおいて確認し、不十分な部分を補うこと
と後期への導入を行っていく。

15

1年間のまとめ これまでに行ったミキシングについての振り返りと補足を行っ
ていきます。

14

実技試験 前期の学習内容から一部抜粋的に実技試験を行う

14

課題曲② 課題曲についてこれまで学んだ手法を使用しミキシングを行っ
ていきます。



学年 学科 専攻

前　期 後　期

学生たちの自主性を重視したかたちで様々なイベント・コンテンツ等の
発表を行います。互いに協力し企画・立案から実施運営に至るまでの
内容を学びます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

杉山　徹
ギターリスト、アーティストプロデューサーとしてレコーディング、ライブ演奏、イベント制作、写真
撮影、映像編集など様々な経験を生かし学生の指導や育成をする。 使用教材：

授業科目 授業時数 授業の方法

イベント制作 32
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
学校全体の行事として実施、各学科の特徴を生かしたかたちで成果発表を盛り込む。学年及び各学科・
専攻により制作レベルには違いはあるが、学校全体としての大きな目標を理解して進める。

1 1

全体構想 過去のイベントを参考に、「イベント」といわれる催事について
の解説を行い、各学科が習得している内容を生かすヒントを
与えていく。そして、大きな仕組みの理解をしてもらう。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3 3

参加内容 自分たちの参加内容をアイデア出し、企画・プランニングして
いく。学科・専攻で参加するものやグループ・個人で出演やコ
ンテンツ参加等、いろんな関わり方を知ってもらう。

2 2

イベント準備 今回のイベント趣旨やその目的等をわかりやすく解説。公募さ
れるものの仕組みや学生全体で担当する具体的なものを紹
介していく。

5 5

制作② 担当別にグループや個人に依頼して割り振る考え方を持って
いく。そのための期限等は、その次のスケジュールに影響を
及ぼすことも学んで行く。

4 4

制作① 具体的な計画術を学んでいく。具体的にする作業内容、そこ
から導くチェックlリスト、制作スケジュールや予算等を明確にし
ていく。

7 7

実施運営① 具体的な用意(仕込み／準備等)を行う。担当箇所の運営にあ
たる人のスケジュールを作成。その担当者のチェック項目を明
確にするもの等を揃えて実施運営としていく。また簡単なルー
ル・マニュアル作りも大切な要素となる。

6 6

制作③ 広報的な内容にも理解を示していく。実際には、どれだけの集
客を望めたのかが結果として出てくるものになるので、その集
計やアンケート回収などの知識を学ぶ。

9 9

8 8

実施運営② 実施運営を行い、最終的なものとしての撤収作業。準備時間
よりも早く終わるものだが、廃棄・保存・記録等の作業が次年
度に関係してくるものとなる。

11 11

10 10

13 13

12 12

15 15

14 14



学年 学科 専攻

15 15

14 14

13 13

12 12

11 11

10 10

9 9

8 8

7 7

6 6

5 5

4 4

3

レコーディング実習　(4) 実際の現場で行われるレコーディング工程を理解するため
に、Demoとなる作品素材を使用して生楽器の録音もおこなう。

3

2

作品発表会　(4) 第1回目の作品発表会として、まず自分が作った作品をオー
ディエンス(専攻内の同級生)に聴いて貰う機会を授業として行
う。 2

レコーディング実習　(8) レコーディング工程となるリズム録り、オーバーダブ、Vo録り
等のテイクを重ね、集音するためのマイク等の違い等も体感し
ていく。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
目指す業界の基本的な仕事内容を理解していく。他の実習授業との兼ね合いも関連していくことを十分
に理解して学内外のイベントや実習に触れていく。

学内の基本的な実習内容を理解した上で、他の学科との関係性を考える。自分自身が携わる部分を意
識出来るようにしてもらい、その業界での仕事スタイルや慣習を学ぶ。

1

新歓コンサート　(4) 入学してすぐに1学年上の学生が担当する演奏・技術・制作を
含めた総合的な内容のコンサートイベントを見学。特に自分た
ちが目指す内容の仕事を意識したかたちで体感してもらう。 1

作品発表会　(4) 第2回目の発表会とは、自分が作った作品をオーディエンスに
聴いて貰い、評価してもらう。視野を拡げるため、自分以外の
人間が持つ、その感想は、作品づくりに大切な要素となってく
ることを理解する。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

業界研究 68
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

実際の現場で行われるレコーディング工程を理解することや、コンペ・
オーディション形式での楽曲査定を行います。学生自身が他の学生か
ら評価をもらい、制作者とリスナーの認識の差異を意識することを目的
とします。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小野　理久
職業作家として活動する音楽業界での実務経験を活かし、その業界における知識を拡げ、作品
のチェックを行っていく。 使用教材：



学年 学科 専攻

前　期 後　期

Cubaseでの打ち込みを中心にMIオーディオ編集から簡単なレコーディ
ングに至るまで、Cubaseの基本的な機能を理解して自由に操作出来る
ように練習します。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

田中　裕平
DAWでの音楽制作技術に特化したクリエイターの見識から、コンピュー
ターのみで完結する音楽制作の指導を行う。

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー・クリエイターズハンドブック

授業科目 授業時数 授業の方法

DAW 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
Cubaseの理解 / MIDIやDTM用語の理解

ドラムの打ち込みが出来る
ベースの打ち込みが出来る

オーディオ編集が出来る

ギターの打ち込みが出来る
オートメーションの理解

ミキサーを理解し使いこなす

1

授業ガイダンス。授業説明。 DAWソフトウェアで出来る事の紹介。パソコンの基本概要と使
用方法について。

1

ギター表現1 ギターのボイシング、コードストロークを学び、打ち込みを行っ
ていく上でのポイントを解説していきます。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

DAW基礎1 プロジェクトの新規作成、保存、終了、トランスポートパネル、
インストゥルメントトラックの作成、ドラムエディタ入力基本

3

ギター表現3 ギターのハンマリング、プリングを絡めた表現を学び、打ち込
みを行っていく上でのポイントや注意すべき点を解説していき
ます。

2

MIDIとオーディオの違いにつ
いて

DAW上で扱われるデータの種類や取り扱い方についての方
法や注意点などを解説していきます。

2

ギター表現2 ギターのアルペジオの表現を学び、それを打ち込みで行って
いきます。その際の気を付けるポイントも解説していきます。

5

打ち込み MIDIチャンネルやベロシティとタイミングの微調整についての
方法について解説を行い、実践していきます。

5

MIDI検定対策1 ケーブルの種類とMIDI企画。MIDIデータ再生の仕組み。

4

DAW基礎2 簡単なショートカット、サイクル再生、テンポの変更、スナップと
グリッド、ベロシティの変更、サブ拍、ティックの概念

4

ギター表現4 ギターのチョーキング、ハーモニクス、ビブラートなどの奏法を
打ち込みでの方法、注意点などを解説していきます。

7

ベース表現1 ベースを打ち込んでいく上でのベロシティ付け、デュレーション
の方法を学んでいきます。

7

MIDI検定対策3 GM音源とは。ドラムマップでの入力とピアノロールでの入力。
チャンネルメッセージ。

6

ドラム表現 ドラムのフラム、ラフ、ゴーストノートの表現方法について、そ
の実際の手法を学び、DAW上での表現の仕方を学びます。

6

MIDI検定対策2 MIDIデータの基本構成。各種パラメーターとMIDIデータ上での
音符の長さ。

9

ベース表現3 ベースのゴーストノート、スラップについての奏法や音色を理
解し、打ち込みでの表現方法を解説し、実践していきます。

9

MIDI検定対策5 オーディオのフォーマット。打ち込みにおける音楽理論の活
用。

8

ベース表現2 ベースの奏法のハンマリング、プリング、スライドについて学
び、打ち込みでの表現方法を解説し、実践していきます。

8

MIDI検定対策4 オーディオプロダクションの基礎。マイクの種類。録音レベル
について。

11

オーディオ編集その1 波形の切り貼り、ゲイン調整、フェード処理などのオーディオ
データの基本的な編集方法を学びます。

11

オートメーション ボリュームの調整。フェードイン・フェードアウトをMIDI上で調整
する方法。

10

コントロールチェンジについ
て

MIDIデータにおける楽器の奏法・表現の設定方法をコントロー
ル番号に設定する方法を学んでいきます。

10

MIDI検定対策6 MIDIデータにおける演奏表現。打ち込みの手法。

13

オーディオ編集その3 ACIDファイルについての説明を行い、効率的に楽曲を製作す
る方法を学んでいきます。

13

1年間のまとめ DAWでの楽曲制作で気を付けるべきポイント。実際の演奏と
の違い。

12

オーディオ編集その2 ピッチシフト、タイムストレッチなどの使用方法、効果などを解
説していきます。

12

ミキサーの構造 FXチャンネルとグループチャンネルを理解し、DAWを行う上で
の効果、メリットなどを解説します。

15

前期試験解答 前期試験の解答を行い、それについての解説、補足を行いま
す。

15

後期試験解答 後期の試験の解答を行い、それについての補足、解説を行い
ます。

14

前期試験

14

後期試験



学年 学科 専攻

前　期 後　期

編曲の基礎知識や技法を学習、既成曲の分析も含めメロディー・ハー
モニー・リズムの構築方法を研究していく内容です。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

戸田　篤志
十数年に渡り職業クリエイターとして活動する経験から、様々な用途に
合わせた編曲知識を教授する

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー

授業科目 授業時数 授業の方法

アレンジメント 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

基本的なアレンジメントの理解　/　本格的な和声付けが出来る
基本的なリズム構築が出来る　/　打込みでの楽曲制作

独創性と発展性を身に付ける

ラインアレンジの理解
テーマの提案が出来る

メロディーにマッチしたリズム構築が出来る

1

アレンジメントの基礎概念
(アレンジの重要性)

楽曲におけるアレンジメントの重要性を知ってもらい、色んな
サンプルをもとに大まかな仕組みを理解してもらう。

1

グッドアレンジ よいアレンジに感じる、その秘密とポイントを探ります。 曲のイ
メージを大切にしたアレンジを紹介していきます。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

循環コードによるコード付け 指定されたメロディーにコード進行を付けていく。今回は、 少
し発展したかたちでダイアトニックスケール上に発生する循環
コードを使用。 3

音楽理論的な考え方②

2

ベーシックなコード付け 具体的に指定されたメロディーにトライアードや3コードを使用
した簡単なコード進行を付けていく。

2

音楽理論的な考え方① アレンジメントに必要な音楽理論を勉強します。理論の授業で
習った内容に対して違う角度からのアプローチもしていきま
す。

5

基本ビートのはめ込み 指定されたメロディーにリズムを付ける作業①
一般的なリズムパターンとして8ビートのDrパートをはめ込む。

5

ROCK系の基礎アレンジ② （先週の続き）

4

イントロ～アウトロまで 先週の題材を使い、1曲を完成させてみる。 そして、その雰囲
気に応じたイントロとアウトロを考えてみる。

4

ROCK系の基礎アレンジ① （ROCK系） BAND系 Rock の制作
BAND系サウンドの特徴を捉え、そのイメージを参考にしてア
レンジメントを完成させていく。

7

テイストの違い ジャンル的な作り分けを経験するために音データを配付。 並
べ替えや入替えによってロックテイストや雰囲気の違うポップ
スに仕上げていく。 7

Pops系の基礎アレンジ② （先週の続き）

6

和声とリズムのサポート 指定されたメロディーにリズムを付ける作業②
Bassを入れることによって和声とリズムを同時にサポートでき
る感覚を学ぶ。 6

Pops系の基礎アレンジ① 打込み系 Pop-Rock の制作
打込み系POPSの基本アレンジを例題に沿って行い、自分の
イメージを導入していくかたちで完成させていく。

9

響きのイメージ ４和音の導入を行い楽曲の響きを良くしていく過程を体験す
る。　　また、初歩的な編曲理論(ボイシング等)による違いを学
習していく。 9

Ballad系の基礎アレンジ② （先週の続き）

8

色んなアレンジサンプル 曲を生かすためのアレンジメントについて学ぶ。
※サンプル用のトラックデータを使用した内容。

8

Ballad系の基礎アレンジ① バラッド曲の制作
打込み系のBalladの基本アレンジを作ってみる。空間を生かし
たイメージができるように努力していく。

11

バッキングについて メロディとリズムに合ったバッキングパートの研究をします。
Bass、Keyboard、Guitarの打込みも行っていきます。

11

オリジナル曲の制作① １年の集大成としてオリジナル曲を4週に渡って制作していく。
テーマは「メロディを大切にしたアレンジメント」

10

リズムパターンのチョイス サンプルメロディの雰囲気に合ったリズムの決定を行います。
そして、そのリズムに対してBPM(テンポ)の設定、基本的なDr
パートのリズムを打込みます。 10

アレンジメントの基本概念 ☆補足講義☆
現状の学生に合わせたかたちで、今、一番必要だと思った内
容の講義を行います。その学年の傾向等も考慮して補足事項
を伝えています。

13

MIX DOWN 曲を仕上げる②
各パートの音のバランスを決め「ミックスダウン」という工程を
理解します。楽曲を仕上げる基本的な内容を学びます。 13

オリジナル曲の制作③ （11週に）引き続きオリジナル曲の制作

12

装飾的な音やフレーズ
(ストリングス等)

曲を仕上げる①
上モノの必要性とそのアレンジ手法(基本編)について学びま
す。 12

オリジナル曲の制作② （11週に）引き続きオリジナル曲の制作

15

前期テストの総評／前期授
業のまとめ

提出された課題についての評価

15

後期テストの総評／年間授
業のまとめ

提出された課題についての評価

14

前期テスト 時間内に課題を完成させて提出

14

後期テスト アレンジメントの実践として、1年間で学んだ内容を基にオリジ
ナル曲を完成させ、最終この授業時間内に提出する。



学年 学科 専攻

前　期 後　期

シンセサイザーを理解し、操作・音色制作を行うことを目的とします。ま
た、デジタルであるコンピュータ上のソフトウェアシンセサイザーに対す
る理解も深めます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

桐畑　厚宏
機械音楽を業として活動するクリエイターが、生楽器以外の楽器の取り
扱い方を指導する。

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー

授業科目 授業時数 授業の方法

シンセサイザー 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
シンセサイザーの仕組と理論の理解

シンセサイザーの操作
意図通りに音色を作成する

シンセサイザーに対する探求心を持つ

プロローグのOSCの理解 / プロローグのEGの理解
プロローグのLFOの理解

プロローグのEVENTの理解
プロローグのフィルターの理解

1

イントロダクション 授業で学ぶ内容について。シンセサイザーとはどういった楽器
か。他の楽器との違いと同じ点

1

プロローグについて DAW(Cubase)付属のシンセサイザー「プロローグ」を使用した
実践的な音色作り。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

VCOについて オシレーターとは何か。また、その種類と波形の変更、使用方
法について解説を行っていきます。

3

フィルターの種類について 発信された信号に変化を加える仕組みの理解。その種類と変
化の仕方。

2

シンセサイザーの構造　仕
組み

発振から変化、発音までの電気信号の流れを確認。アナログ
とデジタルの違い。

2

オシレータについて 信号の起点であるオシレータについて、その種類を学び。変
更方法についても解説を行います。

5

VCA　EGについて 発信された信号を発音する方法。発音される音に対して変化
をつけた発音を行う方法とその考え方。

5

リングモジュレーターについ
て

発信された信号に変化を加える仕組みの理解。リングモジュ
レーターの特徴的な音色。

4

VCFについて 発信された信号に変化を加える方法とその考え方について、
実際に機器を用いて解説していきます。

4

EG　LFOについて 発信された信号に変化を加える仕組みの理解。その仕組みの
理解と更に複合的な信号の変調。

7

LFOについて LFOについて発信された信号に変化を加える方法とその考え
方を実際に機器を用いて解説していきます。

7

様々なコントロール方法 1-6週目で学んだ方法以外での信号の変調方法。フィジカルコ
ントローラーなど。

6

EGについて2 発信された信号を発音する方法。発音される音に対して変化
をつけた発音を行う方法とその考え方。

6

FM変調について FM音源の特徴的な音と扱い方。従来のシンセサイザーの仕
組みとの相違。

9

ポルタメント　リトリガーにつ
いて

発信された信号に変化を加える方法とその考え方を実際の楽
器を使用し、解説していきます。

9

提出 8週目で制作した楽曲の提出を行い、またその楽曲に対して
の添削も行います。

8

オシレーターシンクについて 複数のオシレーターをどのように取り扱うかについて、実際の
使用例を参考にし、解説していきます。

8

プロローグのみで楽曲制作 DAW(Cubase)付属のシンセサイザー「プロローグ」を使用し、
1-7週目の学習内容を反映した楽曲制作。

11

提出 10週目の課題を完成させ、提出を行います。
提出されたものに関しては添削を同時に行います。

11

動画に合わせて効果音の制
作

今まで学習した音や音楽の知識を駆使し、動画の素材に対し
て適切な音と音楽をつける。

10

練習曲のみで曲の制作 限定的なシンセサイザーを用いて、音作りと楽曲制作を実際
に行っていきます。

10

効果音の制作 シンセサイザーのノイズなどを使用して音楽ではなく音そのも
のを作成する。

13

音色作り2 1-9週目、12週目の知識を使用し、更に複雑な音色変化や発
音方法を学ぶ。

13

テストについて テストについての課題を発表し、その際に必要な技術の解説
も行います。

12

音色作り1 1-9週目の知識をベースとし、更に複雑な音色変化や発音方
法を学ぶ。

12

提出 前回、制作した効果音を完成させ提出します。またその際、添
削も行います。

15

まとめ 前期に学んだことについての復習、また補足説明なども行っ
ていきます。

15

まとめ 年間を通して学んだことを復習して行きます。また、補足説明
も行っていきます。

14

テスト

14

テスト



学年 学科 専攻

前　期 後　期

楽曲制作の全工程（作曲～ＴＤまで）をCubaseで完結させる手法を学ぶ
制作作業です。各自がデジタルベースでの作品制作を行いながら学ん
でいきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

田中　裕平
DAWでの音楽制作技術に特化したクリエイターの見識から、コンピュー
ターのみで完結する音楽制作の指導を行う。

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー

授業科目 授業時数 授業の方法

制作実習 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
規格、納期を守れる

メロディとコード進行を作る力
アレンジ能力

打ち込み•ミキシング能力

規格、納期を守れる
作曲のクオリティアップ

趣旨を理解した楽曲制作
仕事として通用する作品制作

1

授業概要 DAWソフトの基本操作説明等を行い、既存曲のコピーを行っ
ていきます。その際の手順やポイントを解説していきます。

1

場面に合わせた小曲の作成
1

シーン（場面）を設定し、楽曲の制作を行う。長い楽曲ではな
く、短い楽曲でそのシーンを伝える手法を学ぶ

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

既存曲のコピー3 メロディ・コード・リズムなどを自分の耳で判別し、実際のデー
タに置き換えていく。

3

後期課題制作1 1-2週目で学んだ内容、手法などを考慮した上での楽曲の制
作を行っていく。

2

既存曲のコピー2 メロディ・コード・リズムなどを自分の耳で判別し、実際のデー
タに置き換えていく。

2

場面に合わせた小曲の作成
2

シーン（場面）を設定し、楽曲の制作を行う。長い楽曲ではな
く、短い楽曲でそのシーンを伝える手法を学ぶ

5

既存曲のアレンジ 1-2 2-3週目でコピーを行った既存曲のデータに、自分なりのアレ
ンジを加えていきます。

5

プリプロ レコーディングによる楽曲制作をおこなっていく。その際の注
意点やポイントなども合わせて解説していく。

4

既存曲のアレンジ 1-1 2-3週目でコピーを行った既存曲のデータに、自分なりのアレ
ンジを加えていきます。

4

プリプロ レコーディングによる楽曲制作をおこなっていく。その際の注
意点やポイントなども合わせて解説していく。

7

前期課題制作1 1-6週目で解説や実践を行った知識を駆使し、オリジナルの楽
曲制作を行っていきます。

7

レコーディング レコーディングによる楽曲制作をおこなっていく。その際の注
意点やポイントなども合わせて解説していく。

6

既存曲のアレンジ 1-3 2-3週目でコピーを行った既存曲のデータに、自分なりのアレ
ンジを加えていきます。

6

後期課題制作2 1-5週目で学んだ内容、手法などを考慮した上での楽曲の制
作を行っていく。

9

バンドアレンジ ベーシックアレンジがある状態の曲に打ち込みを追加していき
さらにアレンジを行っていく。

9

後期課題制作3 1-8週目で学んだ内容、手法などを考慮した上での楽曲の制
作を行っていく。

8

前期課題制作2 1-6週目で解説や実践を行った知識を駆使し、オリジナルの楽
曲制作を行っていきます。

8

レコーディング レコーディングによる楽曲制作をおこなっていく。その際の注
意点やポイントなども合わせて解説していく。

11

前期課題制作3 9-10週目で解説や実践を行った知識を駆使し、楽曲の制作・
アレンジメントを行う。

11

映像に合わせたサウンド、サ
ウンドエフェクトの作成 2

1、2週目の発展した内容として映像素材に対して音楽、音そ
のもの（効果音）などをつけていく。

10

バンドアレンジ ベーシックアレンジがある状態の曲に打ち込みを追加していき
さらにアレンジを行っていく。

10

映像に合わせたサウンド、サ
ウンドエフェクトの作成 1

1、2週目の発展した内容として映像素材に対して音楽、音そ
のもの（効果音）などをつけていく。

13

メロディから曲を完成させる2 コード・リズムなどの基本的な部分から、オブリガートなども含
めた楽曲のアレンジメントを行う。

13

後期課題制作4 1-12週目で学んだ内容、手法などを考慮した上での楽曲の制
作を行っていく。

12

メロディから曲を完成させる1 コード・リズムなどの基本的な部分から、オブリガートなども含
めた楽曲のアレンジメントを行う。

12

映像に合わせたサウンド、サ
ウンドエフェクトの作成 3

1、2週目の発展した内容として映像素材に対して音楽、音そ
のもの（効果音）などをつけていく。

15

前期試験解答 試験日に提出された課題についての個々の評価や課題につ
いてを解説していきまたそれに応じた補足も行う。

15

後期試験解答 提出された課題についての個々の評価や課題についてを解
説していきまたそれに応じた補足も行う。

14

前期課題制作5（試験日） 1-13週目で学んでいった知識を駆使し、楽曲の制作・アレンジ
メントを行っていく。

14

後期課題制作5 1-12週目で学んだ内容、手法などを考慮した上での楽曲の制
作を行っていく。



学年 学科 専攻

前　期 後　期

楽曲制作を実際の楽器演奏で完結させる手法を学びます。スタジオ制
作での譜面作成・ミュージシャンへのディレクション手法を行っていきま
す。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小村　雅弘
実際にミュージシャンとしてもクリエイターとしても実務をこなすクリエイ
ターが、スタジオワークを中心に楽曲制作の手法を指導する。

使用教材：ヘッドフォン・使用楽器・USBメモリー

授業科目 授業時数 授業の方法

プリプロダクション 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

ボーカルやギターのレコーディングが出来る
生楽器と打ち込みのミックスができる

自己のオリジナル作品を残す

スタジオ作業の流れを把握し効率よく制作できる
他の授業で学んだことを実践できる

自己のデモ作品を残す

1

イントロダクション 実際に使用する機材の説明、楽器の演奏能力チェックを行
う。
またドラムス録音も合わせて行っていく。 1

制作企画会議 後期の制作方針自体を授業内でミーティングしていき決定して
いく。またそれに沿ったスケジューリングを行う。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

モデルケース プリプロ制作の流れについて様々なモデルケースを参考にし
て解説を行っていく。

3

企画制作1 基本的には生徒の意思に従い実習を構成、他専攻とのコラボ
なども視野に入れる

2

ボーカルについて ボーカル録音方法とその処理の方法について行うとともに
個々のボーカル能力のチェックもしていく。

2

企画制作1 基本的には生徒の意思に従い実習を構成、他専攻とのコラボ
なども視野に入れる

5

モデルケース プリプロ制作の流れについて様々なモデルケースを参考にし
て解説を行っていく。

5

企画制作1 基本的には生徒の意思に従い実習を構成、他専攻とのコラボ
なども視野に入れる

4

モデルケース プリプロ制作の流れについて様々なモデルケースを参考にし
て解説を行っていく。

4

企画制作1 基本的には生徒の意思に従い実習を構成、他専攻とのコラボ
なども視野に入れる

7

個人作品の制作1 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

7

1年時の集大成制作 前期と後期1-5週目で学んだ知識を駆使し、制作を行う。企
画・制作・アーティストのブッキングや動画の作成など。

6

個人作品の制作1 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

6

1年時の集大成制作 前期と後期1-5週目で学んだ知識を駆使し、制作を行う。企
画・制作・アーティストのブッキングや動画の作成など。

9

個人作品の制作2 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

9

1年時の集大成制作 前期と後期1-5週目で学んだ知識を駆使し、制作を行う。企
画・制作・アーティストのブッキングや動画の作成など。

8

個人作品の制作1 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

8

1年時の集大成制作 前期と後期1-5週目で学んだ知識を駆使し、制作を行う。企
画・制作・アーティストのブッキングや動画の作成など。

11

個人作品の制作2 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

11

1年時の集大成制作 前期と後期1-5週目で学んだ知識を駆使し、制作を行う。企
画・制作・アーティストのブッキングや動画の作成など。

10

個人作品の制作2 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

10

1年時の集大成制作 前期と後期1-5週目で学んだ知識を駆使し、制作を行う。企
画・制作・アーティストのブッキングや動画の作成など。

13

個人作品の制作3 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

13

1年時の集大成制作 これまで制作してきたもののマスタリングを行う。またその際
の注意点、やポイントも合わせて解説していく。

12

個人作品の制作3 テーマを決めそれに沿った形で2-3週をかけて個人の作品を
仕上げていく。

12

1年時の集大成制作 これまで制作してきたもののマスタリングを行う。またその際
の注意点、やポイントも合わせて解説していく。

15

テスト返却 提出された楽曲についての添削を行い、今後必要なポイント
について解説をしていく。

15

テスト返却 提出された楽曲についての添削を行い、今後必要なポイント
について解説をしていく。また年間の総括も行う。

14

テスト 1-14週で学んだ内容や手法を総括した楽曲生活を行ってい
く。

14

テスト 1-13週で学んだことや感じた内容を総括した楽曲の制作を
行っていく。



学年 学科 専攻

前　期 後　期

職業作家としての楽曲制作手法を学びます。クライアント（依頼者）から
の発注に対して、ひとりのクリエイターとしての柔軟な発想や対応力を
発揮できるように育てていきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小野　理久
職業作家として活動している作曲家が、座学のみに依らないメロディメ
イクの手法を指導する。

使用教材：ヘッドフォン

授業科目 授業時数 授業の方法

ソングライティング 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

楽曲依頼への対応力を高める。
楽曲制作速度を上げる。

楽曲制作の精度を高める。 自身の楽曲についてプレゼンテーションができるようにする。

1

メロディ概論 メロディの種類とその特徴。歌詞との兼ね合いを考える。

1

作詞について 歌詞の中で登場する人物・場所・時間の考え方。「共感」する
歌詞を制作する。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

評価、リテイクについて 前週で学んだ年代の楽曲制作を行う。その後実際の仕事で発
生するリテイクを学ぶことを説明。この授業における評価の対
象箇所を説明。 3

評価、リテイクについて 前週で学んだ年代の楽曲制作を行う。その後実際の仕事で発
生するリテイクを学ぶこと説明。この授業における評価の対象
箇所を説明。

2

作曲レクチャー1 80年代の音楽の特徴を捉える、メロディ・コード・リズムの三要
素の特徴を考える。

2

作曲レクチャー4 アイドル系の音楽の特徴を捉える、メロディ・コード・リズムの
三要素の特徴を考える。

5

評価・リテイク 4週目で制作した楽曲の添削。リテイク指示を行う。

5

評価・リテイク 4週目で制作した楽曲の添削。リテイク指示を行う。

4

作曲実践1 2週目のレクチャーを元に、80年代の楽曲制作を行う。

4

作曲実践4 2週目のレクチャーを元に、アイドル系の楽曲制作を行う。

7

評価、リテイクについて 前週で学んだ年代の楽曲制作を行う。その後実際の仕事で発
生するリテイクを学ぶこと説明。この授業における評価の対象
箇所を説明。 7

評価、リテイクについて 前週で学んだ年代の楽曲制作を行う。その後実際の仕事で発
生するリテイクを学ぶこと説明。この授業における評価の対象
箇所を説明。

6

作曲レクチャー2 90年代の音楽の特徴を捉える、メロディ・コード・リズムの三要
素の特徴を考える。

6

作曲レクチャー5 アニメ系の音楽の特徴を捉える、メロディ・コード・リズムの三
要素の特徴を考える。

9

評価・リテイク 8週目で制作した楽曲の添削。リテイク指示を行う。

9

評価・リテイク 8週目で制作した楽曲の添削。リテイク指示を行う。

8

作曲実践2 6週目のレクチャーを元に、90年代の楽曲制作を行う。

8

作曲実践5 6週目のレクチャーを元に、アニメ系の楽曲制作を行う。

11

評価、リテイクについて 前週で学んだ年代の楽曲制作を行う。その後実際の仕事で発
生するリテイクを学ぶこと説明。この授業における評価の対象
箇所を説明。 11

作詞実践② 良く取り上げられる歌詞の中での「共感」を生む内容をテーマ
に、作詞をする。

10

作曲レクチャー3 2000年代の音楽の特徴を捉える、メロディ・コード・リズムの三
要素の特徴を考える。

10

作詞実践① 良く取り上げられる歌詞の中での「共感」を生む内容をテーマ
に、作詞をする。

13

評価・リテイク 12週目で制作した楽曲の添削。リテイク指示を行う。

13

作詞実践③ 10～12週目のレクチャー以外の内容での作詞内容を考える。
「共感」を生まないがヒットする歌詞とはどんなものか。

12

作曲実践3 10週目のレクチャーを元に、2000年代の楽曲制作を行う。

12

作詞実践③ 実際には存在しない世界観を想像する。その中での「共感」で
きる歌詞の作成を考える

15

テスト返却 課題添削

15

テスト返却 課題添削

14

テスト 課題提出

14

テスト 課題提出



学年 学科 専攻

授業科目 授業時数 授業の方法

音楽業界概論 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

音楽業界の歴史的背景や成り立ち、そして、業種の仕組みやその関連
業種等についても学びます。著作権、流行、ソーシャルメディアへの対
応も含め業界への指向を深めていく内容です。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小野　理久
音楽クリエイターとして活動中、メジャーコンペの経験からその業界に
おける様々な知識のレクチャーを行う

使用教材：

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

音楽活動への理解を深める/音源制作とその収益ビジネスの知識を得る 権利と収益の知識を得る/創作活動について自身の考えを持つ

1

2年カリキュラムについて 2年次のカリキュラムを説明しながら、本質的な内容をしっかり
説明していきます。

1

著作権② 著作権①で学んだ内容を掘り下げていきます。作詞・作曲等
の印税、アレンジの買取り、著名スタジオミュージシャンの印
税契約、アーティストの権利も含め、著作権で守られる内容を
勉強します。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

ライブブッキングについて 最初の「ライブに出演」は紹介や友人知人からの依頼になりま
す。ここでは自己のバンドとして、もう一段上を目指すかたち
で、ライフブッキングをしていく為の内容です。 3

アーティストの収入 「デビューしました。」実際の収入は・・・。これは、とても気にな
る内容です。作詞作曲をするアーティストとバンドメンバーでは
かなりの差額が出てしまいます。

2

オーディション・コンテスト オーディションやコンテストの内容をしっかり理解して、応募す
ることを理解してもらいます。プロフィールデータや実演上の
最低限のマナー、質疑応答等についても勉強します。 2

著作権③ 特許申請されるものの例も含め、音楽以外にも、演出、振付
け、図面、建物、キャラクター等も含め知っておきたいと思いま
す。

5

クリエイターとしての職業 クリエイターという職業として、どんなものがあるのか？デ
ビューして安定圏のプロ、デビュー駆け出し、名前の出ない録
音、講師等の指導者等・・・。全て「人」「縁」「技」が兼ね合う内
容のものとして学びます。

5

海外の音楽業界事情① その時期の一般的なUSAやUKの音楽事情を解説します。

4

バンドの仕組み 意気投合してやり出したバンド、Vocalに頼まれたり、トラで依
頼があったり等、いろんな形態でバンドが成立しています。ラ
イブ活動として協力、仕事として受ける等、バンドの仕組みを
学びます。

4

音楽ビジネス全般について
のお金の流れと収益構造

アーティストの原盤制作から派生するツアー＆コンサート・CD
セールス、ファンクラブ・グッズ販売、出演依頼、掲載も含めた
音楽ビジネス全般として捉えてみます。

7

デビュー②[コミュニケーショ
ン能力編]

ミュージシャンとして「コミュニケーション能力」はとても重要な
ポイントです。自分の音楽を作っていく為には自分がやりたい
事を明瞭且つ整然と相手に伝えなければなりません。自分以
外の人に伝えることは重要な要素として取り上げます。

7

作曲 具体的にいろんな作り方があるのですが、楽器を持って鼻唄
交じりのアナログな方法やデジタルの偶然性も兼ね備えたも
のを紹介。音楽の道に進んだ人間は、必ず曲を作ってほしい
です。

6

デビュー①[プロフィール編] ステージに登場する全ての演者には大切なものになります。
そのキャラクターが発揮できるプロフィール内容や音源、映像
は売りの要素です。YouTube等でも、その個人の資質は見え
るものなので考え方を整理します。

6

海外の音楽業界事情② 一昔前のJ-POP路線と似ているが、お洒落な感覚とビジュア
ル重視として大人気のK-POP事情も取り上げます。

9

CD制作の仕組み① CD制作工程を、レコーディング(原盤制作)も入れて理解をして
いきます。企画、楽曲A＆R、アレンジ企画、ミュージシャン
PU、スタジオ、エンジニア、ジャケット撮影、リリース等、商品を
作るために沢山の人が動きます。

9

アレンジメント 実際にアレンジは、各楽器の特性を知ることやモチーフとなる
フレーズ、リフ等が浮かぶこと、ハーモニーのイメージをかたち
にできること等いろんな要素が必要になります。

8

メジャーとインディーズ メジャーレーベルからデビュー、しかしCDが売れる時代ではあ
りません。振り切っているインディーズの方が判りやすいのか
も知れません。今後を考えていきます。 8

作詞 作詞の極意は、作曲より多種多様だと考え、その創作のひと
つを一緒にやってみましょう。

11

音楽配信の仕組み CDの流通は激減、配信によって音楽が購入されていきます。
基本的な流れを理解してもらい、今後の変化にも対応します。

11

プレゼンテーション1週目 2週に渡って、「自分の音楽像」を自分なりにまとめ、自分を売
り出す考え方や説明を検討してください。発表する場面を作っ
ていきます。

10

CD制作の仕組み② プレスされたCDが、どのようなかたちで流通するのか？また、
売上げはどういう方法で加算されるのか等、制作～流通、消
費者に届くまでを勉強します。 10

オリジナリティ 自分にあると信じたい「オリジナリティ」の勉強です。意外に音
楽内容では無い可能性もありますよ。見極めていけると嬉しい
ですね。

13

アーティストに関わる契約 アーティスト契約には、非常に細かい内容が盛り込まれるケー
スがあります。そのような例を解説していきます。

13

これからの音楽業界 皆さんが進む音楽業界ですが、また5年もすれば、流行りもシ
ステムも変化していきます。ただ、過去の流行を辿ると、この
先が見えるかも知れません。

12

いろいろな収益構造 音楽ビジネスは、原盤制作となるものが基本となり、その商品
に埋め込まれた配分システムがあります。売上げが上がれば
増える内容、売上げとは関係の無い「買取り」等、色んな収益
構造を学びます。

12

プレゼンテーション2週目

15

テスト返却と解説

15

テスト返却と解説

14

前期試験 1～13ペーパーテスト

14

後期試験 1～13ペーパーテスト



学年 学科 専攻

15

テスト返却 まとめ

15

テスト返却 まとめ

14

テスト 作品提出

14

テスト 作品提出

13

民族音楽/ケルト系音楽 ブラジル、アルゼンチン、アンデス地方など南米音楽の特徴

13

動画に合わせテーマに沿っ
てテスト用楽曲制作　2

前期・後期11週目までの知識を駆使し、楽曲制作をおこなう。
感情・場面変化など、より複合的な流れを表現できる楽曲制
作の手法。

12

民族音楽/ケルト系音楽 キューバ、トリニダード・トバゴ等中米音楽の特徴キューバ、ト
リニダード・トバゴ等中米音楽の特徴

12

動画に合わせテーマに沿っ
てテスト用楽曲制作　1

前期・後期11週目までの知識を駆使し、楽曲制作をおこなう。
感情・場面変化など、より複合的な流れを表現できる楽曲制
作の手法。

11

民族音楽/ケルト系音楽 日本の陰旋法、都節音階

11

提出・添削 9-10週目で制作した楽曲の提出・添削を行う。

10

民族音楽/中国 シルクロードと楽器の形態変化について
中国、日本の旋法と特徴

10

動画に合わせたBGM制作2 民族音楽をテーマとして映像素材に沿った楽曲制作を行う。
旋律・音源の使用方法。

9

民族音楽/インド2 インド音楽で発達したバリ、ガムランの特徴、リズム、旋法の
理解、特徴を捉え楽曲の制作を行う。

9

動画に合わせたBGM制作1 民族音楽をテーマとして映像素材に沿った楽曲制作を行う。
旋律・音源の使用方法。

8

民族音楽/インド インド北部、南部音楽の旋法と特徴
インドネシアのメタロフォン

8

提出・添削 7週目で制作した楽曲の提出・添削を行う。

7

民族音楽/アフリカ 西部、南部アフリカで発達した楽器の特徴、ポリリズム、旋法
の理解、特徴を捉え楽曲の制作を行う。

7

喜怒哀楽を表現した楽曲制
作

5週目の発展した楽曲制作を行う。人間の感情を発露させる
シーンに対する音楽制作の手法を学ぶ。

6

民族音楽/アラビア アラビア圏で発達した楽器の特徴、リズム、旋法の理解、特徴
を捉え楽曲の制作を行う。

6

提出・添削 4週目で制作した楽曲の提出・添削を行う。

5

民族音楽/イスラム圏 現在のイスラムで発達した楽器の特徴、リズム、旋法の理解、
特徴を捉え楽曲の制作を行う。

5

テーマを設けストリングスを
使用した楽曲制作

1、3-4週目に学んだオーケストレーションの知識を駆使し、
テーマに沿った楽曲制作を行う。

4

民族音楽/ケルト系 現在のスペインで発達した楽器の特徴、リズム、旋法の理解、
特徴を捉え楽曲の制作を行う。

4

オーケストレーション2 管楽器の実際に演奏される際の配置（パンニング）と人数構
成を学ぶ。

3

民族音楽/東欧諸国 東欧諸国、フランス、スペインなどロマ民族が関わった音楽の
旋法の理解と特徴を捉え、楽曲の制作を行う

3

オーケストレーション1 弦楽器の実際に演奏される際の配置（パンニング）と人数構
成を学ぶ。

2

民族音楽/ケルト系音楽 アイルランド・スコットランドなどのケルト民族が関わった音楽
の旋法の理解と特徴を捉え、楽曲の制作を行う。

2

民族音楽/アメリカ音楽 18世紀～20世初期のアメリカ音楽の関わった音楽の旋法の
理解と特徴を捉え、楽曲の制作を行う。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

民族音楽の特色を理解し、その知識をBGM制作へ活かす オーケストレーション、民族音楽、インダストリアルの要素を楽曲へ取り入れる

1

民族音楽/ケルト系音楽 アイルランド・スコットランドなどのケルト民族が関わった音楽
の旋法の理解と特徴を捉え、楽曲の制作を行う。

1

クラシック 5世紀ごろからはじまるクラシックの原泉。グレゴリオ聖歌から
チャーチモード（教会旋法）の内容を学ぶ。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

音楽史 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

ポップスの歴史を通して、現在の音楽シーンの成り立ちやジャンルの派
生、楽曲やアーティストに関する知識等を研究していきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

桐畑　厚宏
BGM制作やゲーム音楽のクリエイターとして活躍し音源制作を行って
いる。その経験から、様々な音楽ジャンル知識を学生へ教授する。

使用教材：



学年 学科 専攻

15

復習 前回提出された各自でミキシングを行った課題曲を各々で聴
き、採点を行っていきます。

15

復習 前回提出された各自でミキシングを行った課題曲を各々で聴
き、採点を行っていきます。

14

前期試験 試験として、前回までに行っていた、ミキシングの課題曲を完
成、提出をしていきます。

14

後期試験 前回提出された各自でミキシングを行った課題曲を各々で聴
き、採点を行っていきます。

13

外部との連携 新たな課題曲を設定し、それぞれミックスを行っていきます。
また、外部との連携に必要となってくるバスアウト、ステムアウ
トの解説を行っていきます。 13

ミキシング実技4 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

12

提出2 前回の添削後、再度ミキシングを行ったものを提出していきま
す。

12

ミキシング実技4 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

11

添削 前回提出された各自でミキシングを行った課題曲を各々で聞
き比べ添削を行っていき、次回の提出へ向けブラッシュアップ
を行っていきます。 11

ミキシング実技4 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

10

提出・データの取り扱い 前回までに行っていた、ミキシングの課題曲を提出していきま
す。その際のデータの管理方法、取扱いについて学んでいき
ます。 10

ミキシング実技4 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

9

ミキシング実技2 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。また補足として、Aux
エフェクトバスの解説も行っていく。 9

提出・添削 前回提出された各自でミキシングを行った課題曲を各々で聴
き、採点を行っていきます。

8

ミキシング実技2 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

8

提出・添削 前回提出された各自でミキシングを行った課題曲を各々で聴
き、採点を行っていきます。

7

提出・添削 前回までに行っていた、ミキシングの課題曲を提出しそれぞれ
の各ポイントを添削していく。また、補足として、マキシマイ
ザーの使用方法、課題曲内音源を元としたドラムベースの音
作りを学んでいく。

7

ミキシング実技3 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

6

ミキシング実技1 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

6

ミキシング実技3 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

5

ミキシング実技1 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

5

ミキシング実技3 各自の課題曲を用意し、それぞれこれまで学んできたミックス
についての知識を使いミキシングを行う。

4

チャンネルに対するエフェク
トの使用

バスの使い方、またそれを使用するメリット解説していき、その
中で、V２のセクションごとのトラック使い分け

4

音作り ギターや様々な音をソフト上で作成していく上でのバスアサイ
ンの使用方法やボーカルのEQ・コンプレッサー処理の方法や
ポイントを解説していきます。

3

セッションセットアップ ミックスを行うための準備として、各機器のセッティングを順を
追って解説していく。

3

ミキシング講義１ 今後、音源素材などを取り扱っていき中でのアンプシミュレー
ターの効果、注意点と低音処理の方法、効果について学んで
いきます。

2

ミキシングからマスタリング
へ

マスタートラック　再生/停止/ロケート
トラックカラ-・バス作成
ロケーション入力・グループ作成 2

データの取り扱い2 音源素材を元としたミキシングを行っていき、その際のGtセッ
ションごとの切り分け方法、その効果について解説を行ってい
きます。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

Pro Toolsの理解を深める Pro Toolsでのレコーディングと編集、データ管理知識

1

ミキシングの準備 Pro Tools各ウインドウ切り替え
マスタートラック　再生/停止/ロケート
01Vへのアウト接続の説明
トラックカラ-・バス作成　ロケーション作成・グループ作成

1

データの取り扱い1 音源素材を元としたミキシングを行っていき、その際のDrの音
作りのポイントなどを解説していきます。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

音響基礎 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

楽器や音響機材について理解を広げ、１人１台のデジタルコンソールを
使用して音作りやバランス、エフェクター操作などのミキシングを学びま
す。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

松川　貴陽
音響現場の経験を生かした、繊細かつスピード感あるミキシングを、コ
ミュニケーションを含めたかたちで教授

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー



学年 学科 専攻

15 15

14 14

13 13

12 12

11 11

10 10

9 9

8 8

実施運営② 実施運営を行い、最後の撤収作業まで責任を持って行う。そ
の後、廃棄・保存・記録等の作業が次年度に関係してくるの
で、申し送り等の作業をしっかり行う。

7 7

実施運営① 具体的な用意(仕込み／準備等)を行う。担当箇所の運営にあ
たる人のスケジュールを作成。その担当者のチェック項目を明
確にするもの等を揃えて実施運営としていく。また簡単なルー
ル・マニュアル作りも大切な要素となる。

6 6

制作③ 広報的な内容にも理解を示していく。実際には、どれだけの集
客を望めたのかが結果として出てくるものになるので、その集
計やアンケート回収などの知識を学ぶ。

5 5

制作② 担当別にグループや個人に依頼して割り振る考え方を持って
いく。そのための期限等は、その次のスケジュールに影響を
及ぼすことも学んで行く。

4 4

制作① 具体的な計画術を学んでいく。具体的にする作業内容、そこ
から導くチェックlリスト、制作スケジュールや予算等を明確にし
ていく。

3 3

参加内容 自分たちの参加内容をアイデア出し、企画・プランニングして
いく。学科・専攻で参加するものやグループ・個人で出演やコ
ンテンツ参加等、いろんな関わり方を知ってもらう。

2 2

イベント準備 今回のイベント趣旨やその目的等をわかりやすく解説。公募さ
れるものの内容、学生全体で担当する具体的なものに参加し
ていく。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
学校全体の行事として実施、各学科の特徴を生かしたかたちで成果発表を盛り込む。学年及び各学科・
専攻により　制作レベルには違いはあるが、学校全体としての大きな目標を理解して進める。2年次は、
後輩となる1年の指導もイベント制作の重要項目となる。

1 1

全体構想 2年目の「イベント」として昨年の反省を踏まえ、各学科が習得
している内容を生かせる工夫をしていく。また、全体の動きを
理解して、色んな担当を任せていく。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

イベント制作 32
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

学生たちの自主性を重視したかたちで様々なイベント・コンテンツ等の
発表を行います。互いに協力し企画・立案から実施運営に至るまでの
内容を学びます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

杉山　徹
ギターリスト、アーティストプロデューサーとしてレコーディング、ライブ演奏、イベント制作、写真
撮影、映像編集など様々な経験を生かし学生の指導や育成をする。 使用教材：



学年 学科 専攻

授業科目 授業時数 授業の方法

業界研究 68
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

実際の現場で行われるレコーディング工程を理解することや、コンペ・
オーディション形式での楽曲査定を行います。学生自身が他の学生か
ら評価をもらい、制作者とリスナーの認識の差異を意識することを目的
とします。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小野　理久
職業作家として活動する音楽業界での実務経験を活かし、その業界における知識を拡げ、作品
のチェックを行っていく。 使用教材：

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
目指す業界の幅広い仕事内容を知ってもらう。習得した知識や実技内容との関連も考えながら、業界と
の接点を感じてもらう。

学内外での実習内容を消化しながら、他の学科との仕事的な位置関係を学んで行く。自分自身が携わ
る部分、また協力できる部分等を意識してもらい、創り上げていく流れを体感、理解するようにする。

1

レコーディング実習　(8) 立場をプロデューサー位置に置いた目線でレコスタの作業を
学んでいく。特に仕上げ工程となるトラックダウンにおいて自
分がイメージするものを具体化するため、その後のマスタリン
グ、ハイレゾ等も知識も習得。

1

作品発表会　(4) 第4回目の発表会は、今まで習得したものを発揮して、自分の
作品に対しての支持を集める発表会。選出されるとレコーディ
ング実習の素材として提供を認められる。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

3

実際の現場で行われるレコーディング工程を理解するため
に、Demoとなる作品素材を使用して生楽器の録音もおこなう。

3

卒業コンサート　(4) 学内で行う学生たちの主導で行うイベントの最終形。出演・技
術／制作／運営等のスタッフやオーディエンス等も含め、その
一体感的なものを学んでもらう内容。

2

作品発表会　(4) 第3回目の発表会とは、自分が作った作品に対するプレゼン
テーション能力を学ぶ。作品の意味合いや狙い、イメージ等
を、作品の音以外でも表せる言葉の力はとても重要な要素。 2

レコーディング実習　(4) 作品発表会で選ばれた作品を実際に録音する。あくまでも
オーディエンス(クラスメイト)が選んだ作品を作者は責任を
持ってプロデュースしていくことになる。

5 5

4 4

7 7

6 6

9 9

8 8

11 11

10 10

13 13

12 12

15 15

14 14



学年 学科 専攻

15

まとめ 前期試験の解答を行いそれについての補足を行います。また
前期で学んできたことの復習もしていきます。

15

まとめ 後期試験の返却を行い。各問題についての解説、また、補足
説明を行います。

14

前期試験

14

後期試験

13

ストリングス表現２ ストリングスの各種奏法を学びそれをどう打ち込みで表現して
いくかについて学んでいきます。

13

外部機器との連携 外部の機器と連携をさせるための方法として、MTCによる同
期、VST system linkをしようした方法を解説していきます。

12

ストリングス表現１ 今後様々な楽器を打ち込んでいくにあたって楽器の表現の概
要について学んでいきます。

12

より発展したMIDIの使用法 よりMIDIを使いこなしていくために必要なロジカルエディタ、イ
ンプットトランスフォーマーについての概要、その効果について
解説していきます。

11

MIDIレコーディング MIDIでのステップレコーディングについての方法やその際の
注意点について解説を行います。

11

音源の使用方法 音源をコントロールする際に必要となるVSTエクスプレッション
の概要、その効果について解説を行います。

10

譜面の作成 スコアエディタを活用しての譜面の作成方法また、その際の注
意点について学んでいきます。

10

ブラス表現４ ブラス楽器についてのボイシングを学んでいき、またそれを打
ち込んでいく際のポイントを解説していきます。

9

データの管理 ドラムエディタ詳細、ドラムマップ、リストエディタ詳細を学び、
それぞれデータをどのように管理していくのかを解説していき
ます。 9

ブラス表現３ ブラス楽器についてのボイシングを学んでいき、またそれを打
ち込んでいく際のポイントを解説していきます。

8

MIDIの編集2 様々なMIDI編集機能を紹介し、実際どのような場面で多く使
われるのかの解説も行います。

8

ブラス表現２ ブラス楽器の各種奏法をそれぞれ学び、その打ち込み方法を
学んでいきます。

7

MIDIの編集1 MIDIについての様々なクオンタイズの方法、それぞれの使用
シーンについて解説を行います。

7

ブラス表現１ ブラス楽器の種類についての解説を行い、移調楽器について
の考え方やその注意を学んでいきます。

6

効率的な作業方法3 キーエディタ詳細、各種編集ツール、制御ツール、コントロー
ルデータの編集について解説を行い、実際操作がしやすいよ
うにカスタマイズを行います。 6

ＭＩＤＩのエフェクト MIDIコントローラーのCC割当、Generic Remote、クイックコント
ロール、MIDI Learn、フィジカルコントローラーなどの概要、ま
たその方法について学んで行きます。

5

効率的な作業方法2 DAW(Cubase)のワークスペース機能についての概要について
説明をし、効率の良い制作方法を学んでいきます。

5

MIDIの編集4 MIDIデータを使用し、プラグインエフェクトをコントロールする方
法、またそのメリットについて解説を行います。

4

効率的な作業方法1 選択の効率化、画面の拡大/縮小、トランスポートの効率化な
どを説明し、効率の良い制作方法を学んでいきます。

4

MIDIの編集3 インスペクタの設定やMIDIエフェクトについての概要、方法に
ついて解説をしていきます。

3

トラックの種類 テンポトラック、拍子トラック、マーカートラック、フォルダトラッ
ク、アレンジャートラックについてそれぞれの概要についての
解説を行います。 3

テンポ合わせのテクニック 様々なものを打ち込んでいく上でのテンポ合わせのテクニック
を解説していきます。

2

Cubase操作 ショートカットキーやマクロコマンドの編集方法を解説し、素早
い操作を確実に行うための解説を行います。

2

鍵盤楽器表現２ 鍵盤楽器についてのボイシングを学んでいき、鍵盤楽器特有
の表現方法について学んでいきます。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

Cubaseの操作性向上 MIDIでの表現と発展的な使用

1

イントロダクション Cubaseとパソコンの関係を理解する、タスクマネージャー、
CPU、メモリ、HDDの役割、パフォーマンス向上テクニックにつ
いて解説を行います。 1

鍵盤楽器表現１ 鍵盤楽器の種類についての解説を行い、その打ち込み方法
についての解説を行います。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

DAW 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

Cubaseでの打ち込みを中心にMIオーディオ編集から簡単なレコーディ
ングに至るまで、Cubaseの基本的な機能を理解して自由に操作出来る
ように練習します。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

田中　裕平
音楽クリエイターとして多方面で活躍、DAWのシステムに精通する。そ
の経験から学生にDAWの活用法を指導下さる。

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー



学年 学科 専攻

15

まとめ 前期テストについての総評を行います。また、前期で学んだこ
とを復習し、補足も行っていきます。

15

まとめ 後期テストの総評を行います。また、2年間通して学んだことに
ついての復習、補足を行っていきます。

14

前期テスト 数回にわたって行ってきた課題の制作を時間内に提出してい
きます。

14

後期テスト 数回にわたって行ってきた課題の制作を時間内に提出してい
きます。

13

テスト課題制作 前回に引き続き前期テストの課題の制作を行っていきます。

13

テスト課題制作 前回に引き続き後期テストの課題の制作を行っていきます。

12

アレンジメント実践②
オリジナル作品のアレンジメ
ント

現代のアレンジメント領域におけるMixingの手法をいくつか解
説していき、実際に実践をしていきます。
前期テストで行われる課題を出題し、その制作を数回にわ
たって行っていきます。

12

オリジナル作品のアレンジメ
ント

後期テストで行われる課題を出題し、その制作を数回にわ
たって行っていきます。

11

アレンジメント実践①
オリジナル作品のアレンジメ
ント

現代のEditテクニックを解説し、それをオリジナル作品に取り
入れる為にはどうしたらよいのかを解説していきます。
前期テストで行われる課題を出題し、その制作を数回にわ
たって行っていきます。

11

アレンジメント実践③ ハイレベルなカンパケ制作の為のMix & Masteringの実践法に
ついて学んでいきます。

10 10

商用レベルのアレンジメント
の考察

商用レベルのアレンジメントを考察していき、流通商品レベル
のクオリティーを出すにはどのような手法を用いればよいのか
を考えていきます。

9 9

オーケストレーションの考察
と実践

管/弦楽器の編曲方法を通して基本的なオーケストラアレンジ
を学んでいきます。

現代音楽のアレンジ手法④
- Electronica系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

6 6

5 5

現代音楽のアレンジ手法②
- HOUSE(MINIMAL)系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

現代音楽アレンジ手法⑦ -
Broke'n Beats & Future

Jazz系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

8 8

現代アレンジメントの考察と
ノウハウ

様々な近代的なアレンジ手法からオーソドックスな手法までを
考えていきます。

7 7

現代音楽のアレンジ手法③
- TECHNO系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

さらに深いアレンジメントに迫るために、感情に訴えかけるア
レンジ考察を行い、アレンジメントの極意を学んでいきます。

現代音楽のアレンジ手法⑤
- Hip Hop & Dub系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

4 4

3 3

現代音楽のアレンジ手法①
- TRANCE系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

現代音楽のアレンジ手法⑥
- DRUM'N BASS系

実際の制作を通じてジャンル別アレンジ手法の理解と極意を
学び現代の音楽について理解を深めていきます。

2

アレンジメントの知識① ジャンル考察を行い、そのアレンジ手法を解説していき理解を
深めていきます。

2

1

アレンジメントの概念① より深いアレンジメントに迫っていくために、商用レベルのアレ
ンジ考察/トラックパラデータを使ったアレンジ考察などを行っ
ていきます。 1

アレンジメントの概念②
授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

アレンジメントの知識と技術の習得 業界で通用するアレンジメント技術の習得

編曲の基礎知識や技法を学習、既成曲の分析も含めメロディー・ハー
モニー・リズムの構築方法を研究していく内容です。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

戸田　篤志
十数年に渡り職業クリエイターとして活動する経験から、様々な用途に
合わせた編曲知識を教授する

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー

授業科目 授業時数 授業の方法

アレンジメント 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

前　期 後　期



学年 学科 専攻

15

まとめ 前期のテストについての総評、解説を行い、改めて前期で
行った内容について、復習、補足を行います。

15

まとめ 2年間を通して学んできたことのおさらいを行い、またそれに対
する補足を行っていきます。

14

テスト

14

テスト２

13

提出 11、12週目で制作を行ったオリジナルの音源の提出を行いま
す。

13

提出 前回、テーマを沿って制作を行った楽曲を完成まで持ってい
き、提出を行います。

12

素材を録音しオリジナル音
色の制作２

ピッチ・タイムによる音色の変化を実際に操作を行い理解をし
ていきます。

12

テーマを設けて楽曲制作３ 前期・後期1-7週目の知識を駆使し、テーマに沿った楽曲の制
作を行っていきます。

11

素材を録音しオリジナル音
色の制作１

ピッチ・タイムによる音色の変化を実際に操作を行い理解をし
ていきます。

11

提出 前回、テーマを沿って制作を行った楽曲を完成まで持ってい
き、提出を行います。

10

KEYスイッチの設定 ＭＩＤＩコントロールでのエフェクトのかけ方、またその効果につ
いて解説していく。

10

テーマを設けて楽曲制作２ 1-7週目の知識を駆使し、テーマに沿った楽曲の制作を行って
いきます。

9

モジュレーション　コントロー
ラーについて

外部機器のコントローラーとPCとの連動方法を解説し、その
使用方法を学んでいきます。

9

提出 前回、テーマを沿って制作を行った楽曲を完成まで持ってい
き、提出を行います。

8

EG　ステップエンベロープ 発信された音の変化量と変化の仕方を解説し、発展的な音色
編集について学んでいきます。

8

テーマを設けて楽曲制作１ 1-7週目の知識を駆使し、テーマに沿った楽曲の制作を行って
いきます。

7

WAVEデーターごとの出力先
の変更

各音をパラデータとして出力する方法と理由を解説し、それぞ
れのデータの容量の違いについて解説を行います。

7

オーディオ素材でのリズム
サンプル3

オーディオ素材を使用したループ素材を作成し、その加工を
行っていきます。

6

細かなループの設定 作業効率を考えた音素材の利用方法や音の変化を簡単に加
える方法について学んでいきます。

6

オーディオ素材でのリズム
サンプル2

オーディオ素材を使用したループ素材を作成し、その加工を
行っていきます。

5

マッピング　ベロシティー　レ
イヤー　スプリット

録音された音素材の取り扱い方法とその音素材のリアルタイ
ムな編集方法を解説していきます。

5

オーディオ素材でのリズム
サンプル1

オーディオ素材を使用したループ素材を作成し、その加工を
行っていきます。

4

簡単なドラムセットの制作 ドラムセットで使用する音色を選び、それを実施にマッピングし
ていき、簡単なドラムセットの音色のセットを製作していきま
す。 4

リズムの構築 インダストリアルパーカッションについての解説を行います。ま
たそれらを使用したリズムの構築について学んでいきます。

3

HALionの操作 エンベロープとフィルターの役割を解説していき実際に
『HALion』を操作し学んでいきます。

3

音色制作3 シンセサイザーを使用したトランジッション系の音色制作の手
法と考え方を解説していきます。

2

HALionの操作 授業で使用するサンプラー『HALion』の基本的な操作を学ん
でいきます。
まず、データのマッピングの方法とループの設定方法につい
て解説します。

2

音色制作2 シンセサイザーを使用したストリングス系の音色制作の手法と
考え方について、解説を行います。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

ソフトサンプラーで的確なマッピングができる
ソフトサンプラーで的確なループポイントを設定できる

ソフトサンプラーでKeyスイッチの設定を行える
オーケストレーション、民族音楽、インダストリアルを取り入れたBGMをテーマに合わせ制作できる

1

サンプラーについて サンプラーの基本的な概念や役割について説明します。また
授業で使用するもの以外の代表的なエンジンについても解説
していきます。 1

音色制作1 シンセサイザーを使用したアンビエント、PADの制作の手法と
考え方について解説を行います。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

シンセサイザー 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

シンセサイザーを理解し、操作・音色制作を行うことを目的とします。ま
た、デジタルであるコンピュータ上のソフトウェアシンセサイザーに対す
る理解も深めます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

桐畑　厚宏
BGM制作やゲーム音楽のクリエイターとして活躍し、音色づくりに精通
している。その経験から、音作りの技術を学生へ伝授してくれる

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー



学年 学科 専攻

15

テスト返却 テストを返却し、各自の評価をしていきます。また、その際に
授業の内容についての補足も行います。

15

テスト返却 テストを返却し、それぞれの曲に対しての評価を発表し、それ
についてのアドバイス、補足を行います。

14

テスト 楽曲の耳コピを行います。

14

テスト 後期を通して、制作してきた卒業制作について提出を行い、評
価をしていきます。

13

テスト準備 テストの内容について解説を行い、その際のポイントを解説し
ていきます。

13

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して行っている卒業制作のボーカルレコーディングを
行っていきます。また、個々の制作した曲のベースライン構成
を修正していきます。

12

理論と実践・ソフトの使い方 前回、レコーディングを行ったバックトラックとボーカルのミック
スを行います。その際のワークフローやポイントを解説してい
きます。 12

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して行っている卒業制作のボーカルレコーディングを
行っていきます。その際の注意点など、前期を振り返り復習も
行います。

11

理論と実践・ソフトの使い方 実際にボーカルを迎え、レコーディングを行っていきます。そ
の際のディレクションのやり方、アーティストとのコミュニケー
ションの取り方についても解説を行います。 11

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、
耳コピについて再チェックを行います。

10

理論と実践・ソフトの使い方 歌詞が完成したら、自身で仮歌のレコーディングを行います。
その際の注意点やポイントを合わせて解説していきます。

10

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して行っている卒業制作についての進行チェックを行
い、またアドバイスもしていきます。

9

理論と実践・ソフトの使い方 制作を行っていく楽曲の歌詞を制作していきます。前回の作
詞についての手法を振り返り、その補足もしながら進めていき
ます。 9

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、前回レコーディングを行ったアカペラについての音程修正
やアレンジ修正を行います。

8

理論と実践・ソフトの使い方 ミニマルミュージックについての解説を行い、その代表的な作
曲家の手法を学んでいきます。
また、制作を行っている楽曲についてのプレゼン資料を制作し
ていきます。

8

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、前回に引き続いて、アカペラを実際に レコーディングして
いきます。

7

理論と実践・ソフトの使い方 前回まで制作を行っていた楽曲のバックトラックのレコーディ
ングを実際に行っていきます。

7

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、前回学んだアカペラを実際に レコーディングしていきま
す。

6

理論と実践・ソフトの使い方 「男性歌モノ」というテーマでJ-popの曲の制作の最終チェック
を行います。特に、ベースラインについての修正していき、そ
のポイントを解説していきます。また、完成した楽曲のCメロ譜
を作成作成していきます。

6

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、
アカペラコーラスについての概要を解説しアレンジの手法を学
びます。

5

理論と実践・ソフトの使い方 「男性歌モノ」というテーマでJ-popの曲の制作を行っていきま
す。
途中経過を試聴しアドバイスを行い、修正をしていきます。ま
た作詞とその方法についても解説を行います。

5

卒業制作　２年間の集大成 後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、
学園祭用の楽曲を製作し、仕上げていきます。

4

理論と実践・ソフトの使い方 「男性歌モノ」というテーマでJ-popの曲の制作を行っていきま
す。
メロディのみの試聴を行い、メロディーに対してコード付けを
行っていきます。

4

スキルアップのための制作
(主に理論の実践)

後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。ま
た、弦楽四重奏の分析を行いその中でのチェロの役割を学ん
でいきます。

3

理論と実践・ソフトの使い方 「男性歌モノ」というテーマでJ-popの曲の制作を行っていきま
す。
サビメロから制作をしていき、歌入れまで行います
歌入れ

3

スキルアップのための制作
(主に理論の実践)

後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。前
回同様の、ベースラインの作成として、ファンクにおける、ワン
コードの打ち込みを行います。

2

理論と実践・ソフトの使い方 「ファッションショー音楽」をテーマにし、それについてのBGMを
指導していきます。

2

スキルアップのための制作
(主に理論の実践)

後期を通して、制作する卒業制作について行っていきます。前
回同様の、ベースラインの作成として、ウォーキングベースに
ついての打ち込みの方法について学んでいきます。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

DAWでの音楽分析 DAWでの音楽的な表現力

1

理論と実践・ソフトの使い方 今後の授業を行うにあたっての耳コピのレベルをチェックいて
いきます。また、授業で使用する教室についてのレクチャーと
実践を行っていきます。 1

スキルアップのための制作
(主に理論の実践)

後期を通して、制作する卒業制作についての、概要説明を行
い、企画を考えていきます。
また、様々なベースラインの作成をしていき、弱点を克服して
いきます。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

制作実習 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

楽曲制作の全工程（作曲～TDまで）をCubaseで完結させる手法を学ぶ
制作作業です。各自がデジタルベースでの作品制作を行いながら学ん
でいきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

桐畑　厚宏
BGM制作やゲーム音楽のクリエイターとして活躍し、音色づくりに精通
している。その経験から、音作りの技術を学生へ伝授してくれる

使用教材：ヘッドフォン・USBメモリー



学年 学科 専攻

15

テスト返却 課題を返却し、講評を行います。また、後期についての大まか
な概要についての説明を行います。

15

テスト返却 個々の制作したものを聴き、講評を行います。また2年間で学
んだことについて復習、補足を行います。

14

テスト 制作した、自由曲の譜面を制作し、提出を行います。

14

テスト 2年間の集大成として行ってきた、制作物に関して、提出を行
い評価していきます。

13

多様な楽曲制作 １年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。また映像作品の録音方法についてももなん
でいきます。

13

卒業制作 2年間の集大成として１年次の知識を駆使し、自由作品の楽
曲の企画・制作を行います。またブッキング、DDPの制作を考
慮した製作についても考えていきます。

12

多様な楽曲制作 １年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。また映像作品の録音方法についてももなん
でいきます。

12

卒業制作 2年間の集大成として１年次の知識を駆使し、自由作品の楽
曲の企画・制作を行います。またブッキング、DDPの制作を考
慮した製作についても考えていきます。

11

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。 11

多様な楽曲制作 特殊な楽器や効果音などの録音方法を例を紹介しながら、解
説してい行きます。またその際の注意点も説明します。

10

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。 10

多様な楽曲制作 特殊な楽器や効果音などの録音方法を例を紹介しながら、解
説してい行きます。またその際の注意点も説明します。

9

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。 9

多様な楽曲制作 特殊な楽器や効果音などの録音方法を例を紹介しながら、解
説してい行きます。またその際の注意点も説明します。

8

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。 8

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。

7

課題作品制作 企画し、制作をおこなった楽曲について、ボーカルのレコー
ディングをしていきます。またその際の注意も合わせて行いま
す。 7

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。

6

課題作品制作 企画し、制作をおこなった楽曲について、ボーカルのレコー
ディングをしていきます。またその際の注意も合わせて行いま
す。 6

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。

5

課題作品制作 １年次の知識を駆使し、楽曲の企画・制作を行います。また
ブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても考えていき
ます。 5

課題作品制作（スキルアッ
プ）

１年次の知識を駆使し、自由作品の楽曲の企画・制作を行い
ます。またブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても
考えていきます。

4

課題作品制作 １年次の知識を駆使し、楽曲の企画・制作を行います。また
ブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても考えていき
ます。 4

プラグインの使用法 プラグインエフェクターの使用方法を解説し、インサート・FXの
違いと注意点を合わせて解説していきます。

3

課題作品制作 １年次の知識を駆使し、楽曲の企画・制作を行います。また
ブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても考えていき
ます。 3

生録音のエディット 生演奏したものと、打ち込みを置き換える際の注意点やテク
ニックなどを解説していきます。

2

課題作品制作 １年次の知識を駆使し、楽曲の企画・制作を行います。また
ブッキング、DDPの制作を考慮した製作についても考えていき
ます。 2

生録音のエディット 録音をした、ドラムについてそのリズムの修正の方法や、テク
ニックなどを解説していきます。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

楽曲制作完成度の向上 制作プロデュース能力の開発

1

エンジニア的知識 レコーディングを行うにあたってのマイキングやモニタリングの
基本的な知識について、レクチャーを行います。

1

生録音のエディット 生で録音したものについて、その音程修正の方法、テクニック
について解説を行います。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

プリプロダクション 120
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

楽曲制作を実際の楽器演奏で完結させる手法を学びます。スタジオ制
作での譜面作成・ミュージシャンへのディレクション手法を行っていきま
す。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

小村　雅弘
ミュージシャン、音楽クリエイターとして長年の活動経験を持つ。その経
験から幅広い音楽制作を学生に指導している。

使用教材：ヘッドフォン・使用楽器・USBメモリー



学年 学科 専攻

15

テスト返却 楽曲についての添削を個々に行い問題点を洗い出し、後期へ
つなげていきます。

15

テスト返却 楽曲についての添削を個々に行い問題点洗い出し、その点に
ついての補足を行います。

14

テスト テスト用の楽曲を仕上げ、補足を行います。

14

テスト テスト用の楽曲を仕上げ、補足を行います。

13

前期まとめ 前期で学んだ内容についての総括を行い、その内容について
の補足を行います。

13

後期まとめ 後期についての総括を行い、その内容について補足をしてい
きます。

12

テスト事前準備 前期に学んだことを生かし、テスト用の楽曲制作を行います。

12

テスト事前準備 年間で学んだことを生かし、テスト用の楽曲制作を行っていき
ます。

11

音の設計2 １つの音を作り込む必要性。音のレイヤーについて。その2つ
の考え方とイメージング。

11

エフェクター③ FX系のトラックの考え方と使用方法。インサートとの違い。とり
まとめと複数使用する場合の注意点。

10

音像の設計1 モノラルとステレオの違いと、ステレオ感について。パンニング
のイメージと考え方。

10

リズムトラック グルーブを考慮したリズムトラックの作成と考え方。制作方法
とイメージング。

9

音の設計 音の発生部分であるアタックと残響部分であるリリースのコン
トロールと考え方。

9

音像の設計3 低音の処理について、そのテクニックや重要なポイントを解説
していきます。

8

デジタルの音量、聴感上の
音量

デジタルメーターでの音量とスピーカーから流れる実際の音
（聴感上の音量）の違いを捉える。

8

音像の設計2 中音域の処理について、そのテクニックや重要なポイントを解
説していきます。

7

音高と音量 音の高さとダイナミクスレンジを考える。楽曲の中での音・パー
トの変化をイメージし、設計する。

7

ボリュームコントロール 楽曲全体をイメージした各音のボリュームコントロールを考え
る。出過ぎた音。小さい音。

6

エフェクター② 原音に対して必要なエフェクトをかける。その時の注意点と考
え方。リバーブ、ディレイの種類とかけ方。

6

音の設計4 全体の音像からのEQを考える。LowCutの必要性をイメージす
る。

5

エフェクター① 原音に対して必要なエフェクトをかける。その時の注意点と考
え方。リバーブ、ディレイの種類とかけ方。

5

音の設計3 EQの処理。オートメーションのテクニック。一つ一つの音の整
音を考える。

4

パートの設計図 パートの位置づけ。楽曲の中でどのようなパートが必要で、ど
のようなパートを考えるべきかをイメージする。

4

タイムストレッチアルゴリズ
ム

収録されたオーディオの再編集と必要性、考え方。リズムに対
するオーディオ素材の使用方法。

3

音をイメージする 音の位置づけ。楽曲の中でどのような音が必要で、どのような
音を考えるべきかをイメージする。

3

ノイズ ノイズの有無。ノイズ除去の方法と必要性。オーディオの取り
扱いを考える。

2

概論 トラックメイクの位置付け。成果物としての役割。クライアントを
意識した楽曲制作を行う。

2

歪み ディストーションについて。アンプシミュレーターの使用方法と
考え方。イメージ。

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

完成物のイメージを持つことができる
コンセプトに沿ったトラックメイクができる

完成物のイメージを具現化できる。

1

イントロダクション トラックメイキングとは何か。作曲、アレンジとの違いを理解
し、楽曲制作を行う。アウトプット（成果物）を意識する。

1

音色と音程 音色に見合う音程を考える。音色の選択を考える。音色に
依った得手不得手を考える。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

授業科目 授業時数 授業の方法

ソングライティング 60
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

評価方法 評価方法

前　期 後　期

職業作家としての楽曲制作手法を学びます。クライアント（依頼者）から
の発注に対して、ひとりのクリエイターとしての柔軟な発想や対応力を
発揮できるように育てていきます。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

2 ミュージシャン学科 ミュージッククリエイター専攻

担当講師（プロフィール）

水上　啓
楽曲制作をPCのみで完結するノウハウを豊富に持つクリエイターが、
クライアント（依頼者）に対してどういった音楽を提案するかを指導す

使用教材：USBメモリー
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